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C1. インタビューによってデータを収集するのだが、収集したデータはどうのような方法で分析するのか。または、どのような結果を期待しているかについて詳しく説明してください。
対応説明　本研究はインタビューに通じてプロバイダとユーザとの間に、意識のずれを確認し、その意識のずれは何なのか明らかにするのが研究目的である。
プロバイダが強調したクラウドの利便性に対し、ユーザが意識したニーズあるいは求めているサービスはどのようなものなのかを確認する。収集した両側のインタビューデータを比較し、意識のずれを明確する。

意識のずれは多少に推測できるが、もっと正確的な意識のずれ、推測できないこと、または両側が描いたクラウドの将来のイメージを発見し、を期待している。
C2. クラウドのシステムの導入のコストを分析する必要があると思われる。とりわけ、中小企業にとって、クラウドを通用するメリットとデメリットを説明してください。

対応説明　クラウド事業はまだ始まったばかりのため、データを収集するのに極めく困難である。特に、コスト面のデータは企業が企業機密として扱われている。また、富士通にインタビュー調査を行ったとき、クラウド事業を始まったばかりなので期間的には短い上、クラウドの利用率もまだ大きくない。そのため、現在のクラウドのコストデータは統計的にはまだ分析できないと言われた。クラウドのシステムの導入のコストを分析する必要があると思うが、現時点では分析できないと考えられる。
　中小企業にとって、一番大きなメリットはやはり、初期コストが必要ないである。中小企業にとって、企業のデータセンターを造るための莫大な投資金を支払うには、経済的に厳しいと思われる。クラウドの利用によって初期コストは要らなくなり、より効率的な資金運用ができると考えられる。
　一方、クラウドのデメリットは多少にリストに背負わなければならない。インタネットを通って利用するクラウドサービスはセキュリティリスクがある。また、提供側からのサービス中止リスクや法律上のリスクなど様々なリスクがある。そのため、クラウドを導入する際、リストを検討して導入しなければならない。
C3. クラウドが医療分野における応用について、この技術が医療分野に導入する必要本当にありますか？地域間における医療サービスの格差を縮小したいと書いてありますけど、このクラウドサービスを提供する会社のサービスの質にも差があるじゃないですか？
対応説明 まず導入する必要の問題について確かにいままで医療分野だけではなくいろんな分野で導入すべきかどうか議論していると思いますがこの間東日本の大震災があってパソコンと設備を津波に流されました。データは全部なくなりました。そして利用者はクラウドに対する意識と態度はどんどん変わりました。もしクラウドサービスを使えばデータの損失は小さくなる。データの安全だけでは地域医療ネットワークの構築や医療コストの削減にはクラウドの力が必要だと思います。
確かにクラウドサービスを提供している会社の差があるとおもいますが、クラウドサービスは従来のシステムと違って一括でお金を払うわけではありません。毎月使用料金を払うわけなのでもし質が悪い場合すぐ利用者はすぐほかの会社に切り替えます。そうするとどんどん技術と質が高いに集めていきます。医療サービスも質もだんだん上げられると思います。
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